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研究成果の概要（和文）：7－10世紀の東南アジア史についての多分野・多地域横断的な編年の統合という最終目的に
は到達できなかったが、そのための基盤はかなり整った。第一に歴史学・刻文学・美術史学・建築史学・考古学という
異分野の研究者間で問題意識の共有が進み、方法論および体系の相互理解が進んだ。第二に、編年統合のために必須の
研究工具である2種の年表を作成した。紙版で1～2頁のもの9件と、その根拠となる資史料の提示を含む、非常に詳細な
ウェブ版年表である。

研究成果の概要（英文）：Although the aim of integration of “Relative Age” and “Absolute Age”-based 
Chronologies of Southeast Asia of 7th to 10th centuries has not yet fully attained, we have established 
foundations for it. First the participants of various disciplines obtained deeper understandings on other 
disciplines and also on other research areas in Southeast Asia. Secondly we have compiled two kinds of 
chronological tables which will be indispensable in order to reach our ultimate purpose: on one hand nine 
chronological tables on paper of each discipline and/or area on the other hand a massive all-inclusive 
table on web which houses very detailed data of each discipline and area.

研究分野：東南アジア史
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１．研究開始当初の背景 
当該期の東南アジア史研究の現状は、一方
において従来の歴史学が編み出した編年の
枠組みと、考古学、建築史、美術史などが独
立した方法論でそれぞれ提起する編年の議
論がうまくかみ合わず、他方において、考古
学、建築史、美術史がそれぞれ提起する編年
の議論相互の間にも整合性が欠如している
と言ってよい。かくして、文献史学、美術史・
建築史・考古学（とくに貿易陶磁研究）の研
究成果を統合して歴史解釈の懸隔を埋める
努力が必要になっている。 
近年、各地域の内在的発展だけでは解釈不
可能な地域間を連結した歴史現象が多く確
認され始めている。すなわち、東南アジア全
域での広汎な貿易陶磁の流通、東南アジア大
陸部を中心としたドヴァーラヴァティー貨
幣流通圏の成立、マレー半島からチャンパー
への建築文化の伝播、シャイレーンドラ朝の
活発な海域や大陸部への進出、古代ムラユ語
の島嶼部における広汎な利用、インド起源で
ありながらもジャワを経由したカンボジア
への建築文化の伝播、各地で出土する観音菩
薩像や三尊像に象徴される大乗仏教の繁栄
などである。このことは、地域横断的な東南
アジア史像提示の必要性を示している。 
かくして、諸分野横断的かつ諸地域横断的
な歴史研究が必要となっている。 
 
２．研究の目的 
主として考古学、建築史、美術史が提起す
る相対年代とそれぞれの根拠を、文献史学
（碑刻文を含む）が提起する絶対年代と対応
させ、これら諸学問分野のすべてに通用する
統合された編年の確立をめざす。 
第一に、7世紀から 10世紀にかけての東南
アジアにおける文献史学（碑刻文を含む）、
考古学、建築史、美術史それぞれの地域横断
的な編年体系を作成する。それは他の分野の
研究者にも利用可能であることを念頭にお
いて作成しなければならない。なかでも、中
国陶磁などの貿易陶磁と在地土器編の暦年
対応の精度を高める。あわせて、各都城や建
築遺跡、都市遺跡での出土資料研究による相
対年代確定を行う。こうした建築遺跡におけ
る装飾美術やモチーフなどの年代確定を通
じて、美術史編年との相互比較が可能となる
であろう。また、近年の建築史や美術史新出
資料の統合的利用も図る。碑刻資料では文字
と文章自体の分析のみならず、考古学や美術
史との共同研究により碑石自体とその装飾
も様式比較の対象とする。 
それぞれの分野が定義していた専門用語
や時代区分の矛盾が明らかとなっているが、
本研究の学際的議論形成の過程で、その解決
を図ることができよう。研究分野間の矛盾の
解消につながるだけでなく、相互に消化不良
のまま参照し合う「ねじれたもたれあい」の
関係の解消をめざす。 
最終的には、各専門分野の研究者が相互に

利用できるような、絶対年代に対応した物質
文化編年（多分野交差編年）を提出する。さ
らには、この編年に基づいて、歴史学・碑刻
学・考古学・美術史・建築学など諸分野が有
機的に結合した、ひとつの東南アジア史とし
ての歴史叙述の可能性をさぐる。 
 
３．研究の方法 
第一に、各分野ごとに編年（絶対年代と相
対年代を問わず）を作成する。その基礎作業
として文献・碑刻文は全文集成を行う。碑刻
文では付随情報も極力集成する。他の分野も
同様に基礎的情報を集成する。 
都城や城郭での年代確定を目指した発掘
研究と既存の陶磁器資料の再調査を行う。貿
易陶磁編年と在地産陶磁・土器資料の編年精
度を高め、都城遺跡、建築遺跡、大型遺跡の
造営、拡張、修築、廃棄などに関しての年代
を検証する。美術史における彫像、青銅像、
石造装飾の編年、建築史における年代比定と
考古学からの編年の対照作業を行い、交差編
年の作成をめざす。 
ワークショップを通じて共通の編年のた
めの共通認識を形成し、最終的に統合編年を
作成する。 
 
４．研究成果 
諸分野・諸地域横断的な東南アジア古代史
の編年形成という最終目標には到達できな
かったものの、そのための基盤はかなりよ
く整備された。3年間で 11回（1泊 2日～
3泊 4日）の研究会合を開き、そこでは 60
近い研究報告があり 20 回近い総合討論が
あった。あわせて 3回の合同現地調査（カ
ンボジア、チャンパー・扶南、ジャワ）を
おこなった。こうした活動をとおして参加
者内の多分野・多地域横断的なあるいは複
合的な研究への基盤が形成された。 
具体的な成果としては紙版報告書『東南
アジア古代史の複合的研究』において東南
アジア古代史を把握するための論考やその
方法の試みを提示するとともに、主要な刻
文史料を詳細かつ解説付きで紹介すること
ができた。あわせて編年に関しては、分野
別・地域別の重要事項年表 9件を掲載して
いる。もうひとつの重要な成果として、諸
分野・諸地域横断的で詳細なつまり巨大な
ウェブ版年表を作成した。そこには漢籍原
文や諸地域の刻文の悉皆リスト、美術作品、
建築遺構、主要な考古学遺品の状況が含ま
れている。 
研究会合や現地調査には科研メンバーだ
けでなく関心ある研究者の参加を促すとと
もに、任意団体の東南アジア古代史研究会
を発足させて、研究の深化と多角化、情報
の外部発信と共有に務めてきた。ウェブ版
年表も近々同研究会のウェブサイト上で公
表予定である。 
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